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問
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
ヵ
月
が

経
ち
、
現
在
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
村
職
員
の
派
遣
は
今

の
体
制
で
は
難
し
い
で
す
。

問
　
平
成
19
年
１
月
７
日
の
大
雪
で

村
全
域
が
半
日
以
上
停
電
し
た
が
、

避
難
場
所
の
占
冠
交
流
館
、
双
珠
別

住
民
セ
ン
タ
ー
の
停
電
時
の
暖
房
に

つ
い
て
再
度
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
新
年
度
予
算
で
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
両

施
設
と
も
２
、
３
台
、
購
入
し
ま

す
。

問
　
エ
ゾ
シ
カ
肉
は
健
康
や
環
境
に

も
良
く
、
地
域
の
食
糧
保
障
の
観
点

で
も
大
切
で
、
狩
猟
加
工
も
農
林
業

同
様
に
、
村
の
産
業
と
し
て
後
押
し

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
当

初
よ
り
建
設
予
算
が
上
積
み
に
な
っ

た
理
由
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

中
村
村
長
　
　
工
事
施
工
時
期
が
冬

に
な
っ
た
こ
と
で
建
設
費
用
が
増
加

し
、
最
終
的
な
契
約
金
額
は
４
５
１

５
万
円
で
概
算
と
比
べ
、
５
６
１
万

８
千
円
の
増
で
す
。

問
　
こ
の
施
設
の
完
成
予
定
と
運
用

開
始
の
時
期
は
い
つ
に
な
る
か
。

中
村
村
長
　
　
完
成
が
平
成
24
年
３

月
23
日
、
運
用
開
始
は
４
月
以
降
で

す
。

問
　
ヒ
グ
マ
の
農
業
被
害
と
捕
獲
頭

数
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
被
害
面
積
や
額
は
算

出
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
デ
ン
ト
コ
ー

ン
な
ど
多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
駆
除
頭
数
は
、
平
成
19
年
度
３

頭
、
20
年
度
２
頭
、
21
年
度
５
頭
、

22
年
度
５
頭
、
23
年
度
17
頭
で
す
。

問
　
ヒ
グ
マ
は
私
た
ち
と
一
緒
に
占

冠
で
暮
ら
し
て
い
る
仲
間
で
あ
り
、

生
息
数
は
全
道
で
推
定
３
千
頭
と
少

な
く
、
一
部
の
個
体
群
は
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
有
害
駆
除
数
は
17
頭
だ

が
、
狩
猟
や
交
通
事
故
を
含
め
る
と

30
頭
に
な
る
状
況
で
、
有
害
駆
除
の

頭
数
引
き
上
げ
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

中
村
村
長
　
　
ヒ
グ
マ
の
捕
獲
は
、

あ
く
ま
で
も
有
害
獣
駆
除
で
、
山
で

餌
付
け
し
て
捕
る
状
況
で
は
な
く
、

農
作
物
、
人
畜
へ
の
被
害
防
止
の
意

味
か
ら
駆
除
頭
数
を
広
げ
ま
し
た
。

　
ヒ
グ
マ
を
被
害
防
止
以
上
に
積
極

的
に
駆
除
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
　
夏
期
に
道
の
駅
等
で
農
産
物
が

積
極
的
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
冬

期
は
加
工
品
が
な
く
販
売
で
き
な
い

状
態
で
村
長
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
野
菜
生
産
の
農
家
は

４
戸
で
、
通
年
販
売
で
き
る
加
工
品

が
あ
れ
ば
理
想
的
だ
が
、
加
工
施
設

の
整
備
や
原
料
確
保
が
必
要
で
非
常

に
難
し
い
状
況
と
の
認
識
で
す
。

問
　
大
量
加
工
で
は
な
く
、
農
産
物

の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
、
農
業
の
６
次
産
業
化
に
取
り
組

む
体
制
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
農
業
の
６
次
産
業
化

の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い
が
、
現

状
は
未
成
熟
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
や
り
た
い
と
い
う
方
の
支
援

は
惜
し
ま
な
い
考
え
で
す
。

問
　
リ
ゾ
ー
ト
は
高
速
道
路
開
通
の

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
農
産
加
工
品

を
開
発
し
て
売
る
べ
き
で
、
山
羊
の

チ
ー
ズ
を
作
り
た
い
と
の
声
も
聞
き

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
過
去
に
取
引
が
進
ま

な
か
っ
た
経
緯
も
あ
る
が
、
現
在
は

地
場
産
品
や
食
材
を
使
い
た
い
と
聞

き
ま
す
。
今
後
は
納
品
で
き
る
よ

う
、
村
と
し
て
連
携
を
図
り
ま
す
。

問
　
12
月
か
ら
、
札
幌
市
で
給
食
の

放
射
能
検
査
が
始
ま
っ
た
が
、
占
冠

で
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
富
良
野
広
域
連
合
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
測
定
機
器
が
給

食
セ
ン
タ
ー
に
は
な
く
、
測
定
で
き

な
い
現
状
で
す
。
で
き
る
だ
け
地

元
、
道
産
な
ど
市
販
の
流
通
検
査
を

通
っ
た
食
材
を
仕
入
れ
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　
測
定
機
器
は
高
額
だ
が
、
検
査

機
関
に
出
す
対
応
は
で
き
な
い
か
。

藤
本
教
育
長
　
測
定
機
器
は
２
８
０

万
円
か
ら
３
百
万
円
で
、
今
後
購
入

に
は
国
の
補
助
な
ど
が
出
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
か
ら
も
広
域
圏
の
教

育
長
部
会
の
中
で
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
陶
芸
︵
陶
占
焼
︶
は
村
の
文
化

の
大
切
な
位
置
を
占
め
、
多
く
の
村

民
が
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
が
、
冬

期
も
使
え
る
施
設
を
長
期
計
画
で
考

え
る
べ
き
で
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
今
後
、
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。
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体
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理
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生
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検
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